
希学園 第394回 公開テスト 新小５ 算数 2025年３月９日実施 模範解答 制限時間40分

13
４─3915 30.0 23

13.44 156 27

1440 17.89 93(㎞) (㎡)

14 37 52
(秒) ；完答(時間) (分)

32 ９ 56枚 番目 枚

14,21,28,3554 ３ 個

；完答

40 16 52個 個 個

16 12 14㎠ ㎝ ㎠

６ 11 10点 点 通り

(配点) 各４点×25



希学園 第394回 公開テスト 新小５ 算数 2025年３月９日実施 解説

10 21 14 15 10 12 15 13
５―－(１―＋２―)＋３―＝５―－４―＋３―＝４―
23 23 23 23 23 23 23 23

4.8×4.9－5.6×1.8＝23.52－10.08＝13.44

222－{28×２＋(17×２＋32)÷３}＋12

＝222－(56＋66÷３)＋12

＝222－78＋12＝156

{25×16－(43－ －８)×10}÷４＝80

400－(43－ －８)×10＝80×４＝320

(43－ －８)×10＝400－320＝80

43－ －８＝80÷10＝８

＝43－８－８＝27

85×12－12×13＋72×８＝(85－13)×12＋72×８

＝72×12＋72×８

＝72×(12＋８)＝72×20＝1440

15.1㎞＋5090ｍ－230000㎝＝15.1㎞＋5.09㎞－2.3㎞

＝17.89㎞

２ａ－ ㎡＋0.0009 ＝1007㎡㎢

200㎡－ ㎡＋900㎡＝1007㎡

㎡＝200㎡＋900㎡－1007㎡＝93㎡

３時間39分28秒×４＝12時間156分112秒＝14時間37分52秒

右の表より，白の枚数は， 番目 １ ２ ３ ４ …

４×番目(枚)となっている。 白 ４ ８ 12 16 …

よって，４×８＝32(枚) 黒 ０ １ ４ ９ …

黒の枚数は，(番目－１)×(番目－１)(枚)となっている。

64＝８×８より，８＋１＝９(番目)

169＝13×13より，13＋１＝14(番目)の図形。

よって，白の枚数は，４×14＝56(枚)

160÷３＝53余り１より，

[160，３]＋(160，３)＝53＋１＝54

[65， ]＝５より，65÷ ＝５余り□

65＝ ×５＋□となるので，65は ×５以上 ×６未満。

65÷５＝13，65÷６＝10余り５

よって， に当てはまる数は，11，12，13の３個。

÷６＝○余り○より，○は５以下の整数。

また， ＝６×○＋○＝７×○

は２けたの整数なので，

○に当てはまる数は，２，３，４，５。

よって， は小さい順に，14，21，28，35。

Ａ Ｂ Ｃ 合計

120個

＝ ＝

↓ ↓－□ ＋□

120個

＝ ＝

↓ ↓－□×２ ＋□×２

40 120個

＝ ＝

↓ ↓＋□×４ －□×４

40 ＝ 40 ＝ 40 120個

上のような表にまとめる。３人の合計は120個で一定なので，

最後のＡの個数は，120÷３＝40(個)

２回目のやりとりの後，Ａ( )はＣ( )より少ない。

ＡとＣの和は，120－40＝80(個)，差は48個。

２回目のやりとりの後のＡ( )は，(80－48)÷２＝16(個)

よって，１回目のやりとりの後のＡ( )も16個。

□×４＝40－16＝24より，□＝24÷４＝６(個)

２回目のやりとりの後のＣ( )は，40＋６×４＝64(個)

よって，はじめのＣ( )は，64－６×２＝52(個)

ＧからＡＥに垂線を引い

た交点をＪとする。

ＧＪ＝８÷２＝４(㎝)

よって， の面積は，

８×４÷２＝16(㎠)

＋ ＝16＋20＝36(㎠)

三角形ＡＦＤの辺ＡＤの

長さを□×２(㎝)とおく

と，高さは□㎝。

□×２×□÷２＝□×□＝36(㎠)より，□＝６㎝

よって，正方形の１辺の長さは，６×２＝12(㎝)

三角形ＣＧＩと三角形ＣＦＨはそれぞれ直角二等辺三角形。

ＩＣ＝ＩＧ＝12－４＝８(㎝)，ＨＣ＝ＨＦ＝６㎝

よって， の面積は，８×８÷２－６×６÷２＝14(㎠)

４→１点，３→０点，３→０点

出た目の合計は，４＋３＋３＝10で，５で割り切れる。

よって，１＋０＋０＋５＝６(点)

得点が最大になるのは，４，５，６のいずれかの目がな

るべく多く出て，さらに，３つの目の合計が５で割り切

れる数になるとき。

(６，６)が出たとき，目の合計が12で，あと３を足すと

５で割り切れる。つまり，(６，６，３)の目が出たとき，

得点は，３＋３＋０＋５＝11(点)

(６，５)が出たとき，目の合計が11で，あと４を足すと

５で割り切れる。つまり，(６，５，４)の目が出たとき，

得点は，３＋２＋１＋５＝11(点)

(５，５)が出たとき，目の合計が10で，あと５を足すと

５で割り切れる。つまり，(５，５，５)の目が出たとき，

得点は，２＋２＋２＋５＝11(点)

よって，最高点は11点。

出た目の組み合わせが，

(６，６，３)のとき，目の出方は，

「６，６，３ 「６，３，６ 「３，６，６」の３通り。」 」

(６，５，４)のとき，目の出方は，

「６，５，４ 「６，４，５ 「５，６，４」」 」

「５，４，６ 「４，６，５ 「４，５，６」の６通り。」 」

(５，５，５)のとき，目の出方は，

「５，５，５」の１通り。

よって，３＋６＋１＝10(通り)

(配点)各４点×25

Ａ

Ｂ Ｃ

Ｄ

Ｇ

Ｉ

４㎝

Ｈ

20㎠

Ｅ

Ｆ

４㎝

４㎝

□㎝

□×２㎝

45°

Ｊ


